




















今 年 の 6月 11日‘Through the Doors 



































タイムズ紙は‘Paying Tribute to a 





















































 　アメリカ南部は昔からSouthern drawl（南部なまり），Southern belle（南部美人），Southern 
hospitality（南部のもてなし）の3つをあるユニークさを込めて，特に北部の人々から南部の特徴と
いわれてきたが，それはまた，南部の人々の姿をあらわすものでもあった。アラバマ州をドライブす
るとわかるが，かの有名な「風と共に去りぬ」の舞台でもあったタラの地（アトランタ，ジョージア
州をイメージしている）でみた，広がる，広大な赤土と綿花畑が目につく。また，アラバマ大学を歩
いているとSouthern belleの一人である映画のスカーレット・オハラにみるあの気の強い，小柄のき
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れいな女性とおぼしき学生に出会うこともめずらしくない。 
 　また，ソーシャルワーク・スキルを学ぶ人々にとって，「三重苦」の女性Helen Kellerは障がい者
とはどういうことなのか，そして，人間のもつ力（エンパワメント）の可能性を，よき支援者（援助者）
によって引き出せるという教育の重みを教えてくれた人であったが，そのヘレンケラーの生誕地がア
ラバマ州であるのも興味深い。彼女がサリバン先生と格闘する中で，初めて‘water’と発声するのだが，
そのことで‘ものにはことばがある’ことを知る，その場所がそこであり，ソーシャルワークのスキ
ルとはなにかを伝えてくれる場所でもある地である。 
 　アメリカの州でもミシシッピー州と並んで貧しく文化的にも低いと長年いわれていたアラバマ州で
あったが，アラバマ大学のあるタスカルーサという町は，昨今，すごい勢いで発展し，大学自体も研
究大学としても注目を浴びてきている。古い大学だけに南部関係の古書や文献にも容易に当たれて，
みることができること，大木にかこまれた街や大学のクワッド（写真3）では，日本の大学とは違った，
静かな，落ち着いた時間が楽しめる。 
 　報告で忘れてはならないことを強調しておこう。アラバマ大学は，昨年，一昨年，アメリカンフッ
トボールではナショナルチャンピオン（全米1位）であり，今年も期待されている。9月～11月にか
けては，週末は大学キャンパスはどこでも‘Roll Tide!’という挨拶ことばとともに，フットボール
の話題一色になる。 
 　最後になるが，こうした機会を正
に歴史的タイミングで与えてくだ
さった，大学，同僚に改めてお礼を
申し上げ，紹介と報告にかえたい。 
 （2013年8月28日　タスカルーサに
て記） 
 
写真3　アラバマ大学のQuad
